
 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

　　　　 

 

現代の地域の枠組みは、中世という時代（鎌倉時代から戦国時代）に作られたものが多い、

と指摘されています。たとえば、地名を名字として活躍した武士も、城館を構え、そこを本拠

地の中心としています。では、彼ら武士の本拠地は、城館以外に、どのような構成要素によっ

て成り立っているのでしょうか、そしてその様相がどのように現代に影響を与えているのか否

か、本講義では中世前期に武蔵国で活躍した秩父平氏を事例に探ってみたいと思います。

お問い合わせ：秩父市　生涯学習課歴史文化伝承館／０４９４－２２－０４２０ 

E-mail　syogai@city.chichibu.lg.jp
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